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企業サポーターご⽀援のお願い
この度、⼀般社団法⼈UNSSは「⻄⾼第⼀グラウンド⼈⼯芝化」プロジェクトをスタート致します。
私たちのチャレンジを共に⽀えていただける企業サポーター様を広く募集致します。
ご⽀援・ご協⼒を⼼よりお願い申し上げます。

■ 背景
近年は私⽴学校にとどまらず、埼⽟県内の公⽴⾼校においても、
市⽴浦和南⾼、市⽴浦和⾼校、川⼝市⽴⾼校などで校庭/グラウンドの⼈⼯芝化が進むなか、
浦和⻄⾼校サッカー部は「埼⽟県⽴⾼校初」となる⼈⼯芝化を⽬指します。

■ ⼈⼯芝化の主な⽬的
１．浦和⻄⾼校男⼥サッカー部の強化と育成
２．⼈⼯芝化による、体育授業等の安全/クリーン化などによる価値向上
３．災害時の避難場所としての活⽤などによる地域社会との共存共栄

⼀般社団法⼈UNSS
(旧 浦和⻄⾼サッカー部OB会)
代表理事 今井 敏明



①⼈⼯芝化プロジェクトHP
及び⼀般社団法⼈UNSS HPでの企業ロゴ掲載

②SNSでの企業紹介

③応援ステートメント記載ポスター提供

企業サポーター様のメリット



■ 浦和⻄⾼校及び浦和⻄⾼校サッカー部関係者への認知拡⼤
浦和⻄⾼校関係者、浦和⻄⾼校サッカー部関係者のステークホルダーは以下⼈数となります。
特にサッカー部関係者へのサポーター企業名の認知浸透率は⾼く、売上等への寄与も期待されます。
浦和⻄⾼校 現役⽣徒数 1,080⼈
浦和⻄⾼校 サッカー部現役部員数 188⼈ /  サッカー部OBOG数 1,200⼈

■ 浦和⻄⾼校受験を志望する中学⽣・そのご家族への認知拡⼤
近年浦和⻄⾼校は、受験⽣からの⼈気が⾼く、埼⽟県県⽴⾼校で倍率No1の⼈気校です。(2022年度実績)
中学⽣年代 及び そのご家族への認知拡⼤も期待されます。

■ ⾼校サッカーを応援している事を公表する事による企業イメージ向上への寄与
「浦和⻄⾼校サッカー部を応援しています」というパートナーステートメントを使⽤することにより、
浦和⻄⾼校関係者だけでなく、貴社お客様、潜在顧客、地域の⽅々からの企業イメージ向上が期待されます。

企業サポーター様のメリット



メニュー プラチナサポーター ゴールドサポーター シルバーサポーター

ご協賛価格（税別） 50万円 30万円 10万円

募集企業数（予定） 6社 10社 30社

①⼈⼯芝化プロジェクトHP
及び⼀般社団法⼈UNSS HP
での企業ロゴ掲載

⼤バナー 中バナー ⼩バナー

②SNSでの紹介 年4回 年4回 年4回

③応援ステートメント
記載ポスター提供 〇 〇 〇

企業サポータープラン



参考① 浦和⻄⾼校サッカー部プロフィール
■ 概要
創部 1950年
部員数 188⼈
監督 市原雄⼼(1995年卒)
近年の最⾼成績 インターハイ出場(2017年)

■ 主なOB・関係者の紹介
鈴⽊ 良三(1958年卒) 元サッカー⽇本代表(メキシコシティオリンピック 銅メダル)
川上 信夫(1966年卒) 元サッカー⽇本代表、現Jリーグ マッチコミッショナー
今井 敏明(1973年卒) 元川崎フロンターレ監督、元台湾代表監督他
⻄野 朗(1974年卒) 前⽇本代表監督(2018年ロシアワールドカップ)、元ガンバ⼤阪監督他
黛 俊⾏(1974年卒) ⽇本サッカー協会理事・前審判委員⻑
仲⻄ 駿策(元監督) 元FIFA国際審判員、元Jリーグマッチコミッショナー

■ 歴史
1950年 サッカー部創部
1956年 第35回全国⾼校サッカー選⼿権で優勝
1965年 第20回岐⾩国体で優勝



参考② ⼀般社団法⼈UNSSプロフィール
■名称
⼀般社団法⼈ UNSS（ユーエヌエスエス︓浦和⻄⾼校スポーツサポーターズクラブ）
※旧 浦和⻄⾼サッカー部OB会

■設⽴
2022年8⽉

■設⽴⽬的
浦和⻄⾼校の競技⼒向上とスポーツ振興による貢献
①スポーツ環境の整備改善
②スポーツ、トレーニングに関するセミナー、講演会、イベントの企画、開催
③その他当法⼈の⽬的を達成するために必要な事業

■代表者
代表理事 今井敏明（1973年卒）元川崎フロンターレ監督、元台湾代表監督他
副代表理事 野間 薫（1974年卒）

■所在地
埼⽟県さいたま市

■連絡先
jimukyoku@uwfc.net



ご⾼覧頂き、ありがとうございました。
ご検討の程、宜しくお願い致します。


